
新
た
な
文
化
芸
術
振
興
施

策
の
方
向
性
に
つ
い
て

【
概
要
】
文
化
活
動
を
ま
ち

づ
く
り
に
活
か
す
ビ
ジ
ョ
ン

や
、人
材
育
成
、文
化
協
働
、

持
続
可
能
な
運
営
体
制
の
構

築
、
文
化
芸
術
活
動
拠
点
の

役
割
拡
大
な
ど
、
新
た
な
取

り
組
み
や
仕
組
み
づ
く
り
が

必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
目
指

す
べ
き
方
向
性
の
具
現
化
に

向
け
て
文
化
芸
術
振
興
計
画

を
策
定
し
、推
進
し
て
い
く
。

問
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
活

性
化
を
芸
術
で
担
う
と
は
、

具
体
的
に
は
ど
う
い
う
こ
と

か
。

答
観
光
協
会
と
連
動
し
た

文
化
芸
術
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
企

画
し
た
り
、
ポ
ポ
ロ
の
ホ
ワ

イ
エ
な
ど
、
障
害
者
ア
ー
ト

へ
の
場
の
提
供
等
、
さ
ら
に

小
中
学
校
も
含
め
、
教
育
委

員
会
と
も
連
携
す
る
。

問
財
団
成
立
に
つ
い
て
、

予
算
等
財
政
的
裏
付
け
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
将
来
的
に
は
公
益
財
団

法
人
を
目
ざ
し
て
い
る
。
立

上
げ
は
一
般
財
団
法
人
と
し

て
ス
タ
ー
ト
す
る
。
そ
の

際
、
出
資
金
が
三
百
万
円
必

要
で
あ
る
が
、
数
字
的
枠
組

み
に
つ
い
て
今
後
検
討
し
、

後
日
説
明
す
る
。

問
財
団
の
継
続
的
な
運
営

の
た
め
、
財
政
的
な
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
は
ど
う
な
る
の

か
。

答
現
在
の
ポ
ポ
ロ
の
指
定

管
理
者
が
、
堅
調
な
運
営
を

し
て
い
る
。
そ
の
運
営
を
踏

襲
し
な
が
ら
、
財
団
独
自
の

運
営
で
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ

て
い
く
。

新
た
な
観
光
推
進
組
織

Ｄ
Ｍ
Ｃ
設
立
の
検
討
状

況
に
つ
い
て

【
概
要
】
多
く
の
自
治
体
が

観
光
施
策
と
し
て
取
り
組
む

中
、
多
様
化
す
る
観
光
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
稼
ぐ
観
光
を
実

現
す
る
た
め
、
各
種
団
体
と

連
携
し
、
エ
リ
ア
全
体
の
観

光
振
興
を
進
め
る
た
め
の
推

進
組
織
の
設
立
に
つ
い
て
検

討
。

問
空
港
周
辺
で
展
開
す
る

観
光
振
興
事
業
に
市
が
ど
の

よ
う
に
関
係
す
る
の
か
。

答
市
は
「
稼
ぐ
観
光
」
を

め
ざ
し
て
、
地
域
商
社
機
能

と
観
光
振
興
機
能
を
備
え
た

新
た
な
組
織
を
設
立
し
て
い

き
た
い
。

問
民
間
の
動
き
と
市
の
考

え
は
異
な
る
の
か
。

答
民
間
で
観
光
振
興
、
お

も
て
な
し
推
進
の
動
き
が
あ

る
。
め
ざ
す
方
向
性
は
同
じ

で
あ
り
、
民
間
の
動
き
を
活

か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問
公
募
に
よ
り
受
託
し
た

事
業
者
が
Ｄ
Ｍ
Ｃ
の
主
体
と

な
る
の
か
。

答
受
託
事
業
者
が
最
終
的

に
Ｄ
Ｍ
Ｃ
を
立
ち
上
げ
る
こ

と
を
想
定
し
て
い
る
。
市
場

調
査
、
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の

企
画
・
開
発
等
に
取
り
組

み
、
事
業
計
画
等
を
策
定
し

た
う
え
で
、
Ｄ
Ｍ
Ｃ
を
設
立

し
、
そ
の
後
事
業
を
進
め
て

い
く
想
定
で
あ
る
。

問
Ｄ
Ｍ
Ｃ
が
各
部
署
を
取

り
ま
と
め
、
魅
力
的
な
も
の

を
全
国
・
世
界
に
発
信
し
、

そ
こ
へ
民
間
企
業
が
協
力
す

る
イ
メ
ー
ジ
か
。

答
こ
の
Ｄ
Ｍ
Ｃ
は
Ｄ
Ｍ
Ｏ
※

と
し
て
の
登
録
を
め
ざ
し
て

い
る
。
市
内
の
観
光
資
源
と

観
光
客
と
の
親
和
性
や
事
業

可
能
性
な
ど
を
調
査
し
た
う

え
で
、
連
携
団
体
と
そ
の
活

用
を
検
討
し
て
い
く
イ
メ
ー

ジ
で
あ
る
。

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

等
の
消
費
税
申
告
に
つ
い
て

【
概
要
】
平
成
25
年
〜
29
年

度
の
公
共
下
水
道
事
業
特
別

会
計
等
に
お
い
て
、
三
原
税

務
署
か
ら
消
費
税
の
修
正
申

告
の
指
導
が
あ
り
、
計
４
１

２
万
３
千
円
の
追
加
納
付
を

行
っ
た
。

問
今
ま
で
の
や
り
方
を
誤

り
と
認
め
、
ど
こ
を
変
え
て

い
く
の
か
。

答
税
務
署
の
見
解
を
示
し

た
指
導
事
項
の
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
を
作
成
し
、
確
認
と
対

応
に
努
め
る
。

三
原
市
公
共
施
設
長
寿
命

化
基
本
方
針
に
つ
い
て

【
概
要
】
公
共
施
設
の
総
量

の
適
正
化
や
効
率
的
な
配

置
・
予
防
保
全
、
長
寿
命
化

を
促
進
し
て
更
新
費
用
の
縮

減
・
維
持
管
理
費
の
適
正
化

を
図
り
、
平
成
28
年
度
〜
令

和
26
年
度
ま
で
に
、
総
床
面

積
の
35
％
削
減
を
目
標
と
し

て
い
る
。

　

本
方
針
に
よ
り
、
施
設
の

点
検
結
果
、
計
画
的
な
保
全

方
式
を
活
用
し
て
長
寿
命
化

計
画
を
作
成
す
る
こ
と
で
、

計
画
的
な
施
設
の
改
修
や
財

政
負
担
の
平
準
化
が
可
能
と

な
る
。
施
設
の
目
標
使
用
年

数
は
一
般
施
設
65
年
、
長
期

使
用
施
設
は
１
０
０
年
と
す

る
。

三
原
市
長
期
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
等
の
策
定
に
つ
い
て

【
概
要
】
平
成
27
年
度
か
ら

令
和
6
年
度
ま
で
の
長
期
総

合
計
画
基
本
構
想
で
示
す
将

来
像
の
実
現
に
向
け
、
令
和

2
年
度
か
ら
5
年
間
の
施
策

の
基
本
方
針
と
目
標
を
定
め

る
後
期
基
本
計
画
を
策
定
す

る
。

問
市
民
満
足
度
を
上
げ
る

た
め
の
計
画
に
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

答
指
標
の
見
直
し
を
行

い
、
満
足
度
を
上
げ
る
た
め

に
ど
の
指
標
を
伸
ば
す
必
要

が
あ
る
か
、
明
確
に
で
き
る

よ
う
取
り
組
む
。

問
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、

市
が
力
を
入
れ
る
べ
き
分
野

が
大
き
く
変
化
し
、
防
災
を

望
む
意
見
が
一
気
に
高
ま
っ

た
。
ど
の
よ
う
に
市
民
の
思

い
を
汲
む
計
画
に
す
る
か
。

答
今
後
力
を
入
れ
る
べ
き

施
策
に
つ
い
て
、
防
災
を
ど

う
位
置
付
け
て
い
く
か
、
庁

内
で
の
議
論
、
他
市
事
例
、

今
後
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

の
意
見
を
踏
ま
え
て
、
基
本

計
画
の
方
針
に
活
か
し
た

い
。

※
Ｄ
Ｍ
Ｏ
…
地
方
公
共
団
体

と
連
携
し
て
観
光
地
域
づ
く

り
を
担
う
法
人
。

　

市
長
要
請
に
よ
る
議
員
全
員
協
議
会
が
６
月
５
日
、
７
月
１
日
に
行
わ
れ
、

質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た

※ 

議
員
全
員
協
議
会
と
は
・
・
・
市
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
を
審
査
す
る
委
員
会
と
は
違
い
、
市
が

行
政
上
の
重
要
課
題
に
つ
い
て
、
議
会
の
意
見
を
聴
く
た
め
の
協
議
会
の
こ
と
。

議
員
全
員
協
議
会
の
概
要
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